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歪京湾における五昌羨頭氾試崎号切力1こJいて

丈：ー 和 裕呑

序

mが＇回にわ 'i十る正画漁業喧の介布をみると， （／）心台病．気仏荘考血傍

g ) 崇京跨 (3) 伊琴海 、三河考｛々）癒戸内海 {5) 有研涅の 5地咸こ

約ク々劣集中している。東京菜地蝦では、正画痔房京裡の中方／裡漁業 1含 7／劣．

芹 3 種煮業さある貝羨忍·なフ釦砂をしめて い る。妾邑養礁（さ~ I種漁業に合

されているが、 2れの行巾れている地垢 1さ客津晦J..)メ北の千葉県， 栄束郡 ，全

沢府血以比 の神奈川県の海岸一吊め内完地諏こu ある。 衆京聟 1：：：：あ’げる舟苔養

殖王営の応立 ，発展 （こついては囲lk報会に報告してあるク②＠ ので本癒 Iごお

いてはとく I•こ労什丁ガ 1こついて分析を行う。
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宗茉内茸北：咸さ l令痕業者の発か‘荒苔養翠を行って いるガ、専業 t'...して王

笞し ているの は大森その 他 x. 3の地底のみ匪ら訳、他は啜抄、海芭以外の

呑痕定摂業、咤茶弄 ての紅この兼業lてよって杢菩しているっ

荒町謬節的な生 注拘であり、殺家の冬の厠業として象計補助約1よ楚昧で

とりあげ ウ`水茫辰しを もの である。ヱ のご と（さ京魚翌；の 他 1こ心白考，＠ 三

河汚でも 1可架である。洒芭羨廻の作蓑 18:準廂期を入 れて 8月より翌耳の 4 月囀

合で行m牙（る 。畏喉罪と漁家の ず‘氷、労付力 の時 向釣廊通注 ，衷族4、王営、

海円義殖業の子せ定 姓tょこの 理由び`‘、大部介畏業乙兼業で、被芭す れば痕案

~ ii介嘩し得ない屁擬 している。

海吾養疸深家の象族人目は平均 る～ア人であ る っ（ オ ／表）

二 三1二三
芹 ／表 菩苔義惹深裟家族 、人慧 ‘'（東京都）

帝苔径産業1こ授下さ れ る弔町甘は毎節的であ I}、 しつ‘も魚家の名 戸唇（こ家

族の労付人 厨数（：：より 、夏 こ賣本やそぶ（こ件う知塗売領（こ J‘つて冥んる。

遥苔その bのの択取 》侠鹿は琴ヽ投街の餃砦にあ（） 、平 工業的技術互槃禰｛グ')

存緩を心辱どし ，心人 王を （：：：よ る零細／⇒家族労付き差甑として成立する，

号 芭菱葱寺の尋業 の斎合乙派葉の 協合 の労ば力の領と螢ク｀ウ方察げるこ、

よホ尋架和 の翠い大森の専業魚裟（：：ついて 1可扮1塀業日数，冴町 ）刃呑をみるこ

坤衣業と陛侶業とか‘組今mさる。公休日 l合「 1)靡 ..l. の）ゴ！こ苦 I) / 5-日1こ／阻

の 苦I 合 である 。 しの｀し天候｛：：圧石ミ郎 る ので中、陸．作業も一定してい r~ い o

率侑期向 も入収 て閥耳 の憬業 となってい る 。なお／日の投下労功時間は S~

/ 0 時同を君し ている。

こ水ウ魚家 の互令碑 成 をみ るこぽ 2表つ｀ コox芭 7)青耳層か‘‘惹、外に U

亨数促辛して [;,¥る のは 一面芽苔 庄産惟の港さを物君ヤるともいえる。

つき‘i：：：兼業海苔接痕菰家の労屈力の介配迄みると、津召 の辱厨：： l‘よ臼家 の

労付区母大哀 CI広蓉 とするのに対 し、君節外 には家族の一音りに 1含労初晉の雌

痢乞庄し｀ 、出稼あるいは行廂 Iご胆化する bの衣 あ`る，

漁業去改正 以前 は柑隣可は自象労勾力とにらみ合げ）ゼて部当をうけていた衣‘

改正以後ぱ漁場（3-応平均 1こ介配さ水ること！：：： r苓つを。 要取 I) によると＼改

正以前 (2 /¢0~ 2 00 柵 の王営を行っていた大泰の専業淀家では／改正以後

の都苦は平均 3¢柵で ある。し 1J‘ しこの 程度の/みで蚤営を行つ ているという

（メう）



ヤヱ表 海`苔忌業従幸云 耳令檻成

---.響央—玉 l目今·李 l
ダ方未酒 ア人 I,,ダ％

ユ0 ～ュラ ノ~ :::,ダ

30 ~3 9 ダ 8 

々O~,L,CJ / S― 之 9

so ~59 3 ／ら

るクオ以ヒ s•□ / 0 

I 許 s/ /‘‘ 

2 とは至Il底汚う以／よ い・

去による T 他 濡毎— ...l

行 mれている。

柚数 1こよ

-t 2 で、直

という 2 とな‘

故 tこ協式的tJ.割当

つてのみでは壬営規模は

不睛である。

しつ‘し特赤応例として 2二 l::.と

りあ 1-rる町類は屋爾知か呑1)性格

であ否 。尋宗の協合 1:::.lエ渫（：：家族

労イガカだ 1-tで、小規模王営さ行う b

のと屋籟労柏ガを 用いて杢営を行

うものとクあ る。 げら ろ ん 煮 業 の 劫 合 で b壬 営桐数（こ対 する荻族の不足労

布を蒋 充する 慈 赤 で相当の 程偉も毘られる 。）大森｛：：： ウいてみると｀薔節約

に／、コ砂人前後 の 再せの主稼汚柏程を雇らといわれる。男弓 j-;j'沖作業、

は乾手乙 して 作菜 に従華すう のであろな、止昂 、＋票、長序、母王などの羨

用期を和用すぅ巫咳君であるつ （芹 3表）

その前瑕は殺家が翠ぃ雰、 千禁で羨殖業に従幸 していとものも ある

t手
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ヤ3喪 淫合 弯業澄袈の 、涅船、 乾 J危労切力（欠翁／）
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斧青堀閑泣て応戦前 この氾方の汚苔が早ぐ仕工る (/)てボ1争へ 3匹 人泣<よ桜

をしてい rこ_)ふ 弐．た，蛇元の埼力写を乾手として脩う視合も柏当あな底盛

労切の中，とくに用子の年令措戒心ぇ()t` 合がりこ と）な主目すべきてあゐ“

こA豆）の程倍者の控花 1：：：：つじiてば一麿め研究こ記翌とするか ，一般l二藩苔

薯案臣営紅：：：： Xつて心手節約翌業にこっ て半菱型労初君の従恥蓉易 1こ要内

入戒乎衛広安．阻研労初力を ~I 財して歪営を有司）こしている一面のある：：ども

考 え`られな海苔 廃 磋 歪 営 に 当 つ て このよう瓜労初内塔 8しめで ＼ゐ1)ヽ 、

てこ 1こ一つの向翌とねるのは戦前 ．m屋どの組合わ迂て・成立 していた ことで

あな剥業的互 色 粋をもっ酒台の養紅こ些つくは極めて巨濶fふ襄本を）払‘雰Y.

する．（ヤダ表）そ：：て叩人互宕であり 袈症労枕力を支症すなも のてあり．

在がわ賀本に Xつて _.z歪吝吃世も文と1ふり ，きた Jlヽとな（） ． 夜下ミれも労切

力も栗なつてくなてこ 1こ荻‘前 ，向歴か環本 者材 労切力 の世話投として

盲も斎本を哀入しつつ衷硬澄家にく いこんでいた 室が考え ら、＼lる，痰在l'J迅

窒者のも覚＼こ杵つて買企面にお炉戸澤への依存庭点径め て少底くな つてき

た ， 一

誌 箆

喫する 1こ潜台脊硝等心琴府約 ell案約ヽ注裕をもったも のであ（） 翌乞、にお

いて同屋 TLL 家内工業的在蒋を甚底 rこして•発展してき 1このである コ これしか｀企寛

北され，象、内工業から努辰するごとか出果ず ，旧人的皮版労切ガに依危しつ

グ打くいる・そ ALIこ屯痰潟 の党り1tII度の要す役訓も貝泌すごど虚武柔瓜いで

〈 /9$¢. 4、/o)
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